
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年９月３日～４日、「第７０回関東 

甲越地区協議会 in 千葉」が、（公社）千葉県 

鍼灸マッサージ師会の主催で、京成ホテル 

ミラマーレに於いて開催された。 

これは旧関東甲越ブロック協議会のこと 

で、戦後間もない７０年前から今日まで継続 

されてきた。 

 

開会式には、森田健作千葉県知事をはじめ千葉

県医師会副会長等多くの来賓を迎え、盛大に挙行

された。 

県民公開講座では、千葉県健康福祉部保健医療

担当部長の岡田就将氏による、「行政が考える鍼灸 

あん摩マッサージ指圧に期待すること・一緒にできる事」の演目による公演が行われた。

六つの分科会では、時間をオーバーするセクションもあり、参加会員は何れも熱心に傾 

聴していた。 

続く懇親会では、「千葉県議会鍼灸あん摩マッサージ指圧を考える議員の会」からも多

くの参加があり、賑やかに行われた。翌日には、「鍼灸あん摩マッサージ指圧の将来と未

来について」のテーマで師会 

長ディスカッションが行われ、 

その後全体協議会の後閉会と 

なった。 

節目の７０年、業界の幅広い 

分野での発展を期待する。 

 

 

発行人 一般社団法人 神奈川県鍼灸マッサージ師会  会長 伊勢山 竹 雄  編集者 太 田 修 二 

〒231-0065 神奈川県横浜市中区宮川町 2-55 ルリエ横浜宮川町 304 
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学術部より 

第 44 回神奈川県鍼灸マッサージ師会 

学術大会報告書 
平成 29 年 7 月 23 日(日) 於）横浜市技能文化会館 802 

第１部「県民公開講座」 

 

演題：顔面神経麻痺と脱毛症の 

治療効果とその実際 

講師：東京大学医学部付属病院 

リハビリテーション部鍼灸部門主任 

粕谷 大智 先生 

 

脱毛の発症頻度では男性の壮年性脱毛

症（眉毛から四横指以上は脱毛）は３０％頭

皮が薄く硬い。２５歳以下の若年層の罹患率

は７５％で、円形脱毛症は浮腫が有りアレル

ギー体質が多く、治療により自然治癒する。 

デモンストレーションは男性型脱毛症

に絞り、治療方針は全身の血行改善、浮腫

の軽減、不定愁訴の軽減を目的に頭部局所

（頭部表層の動脈の走行部の経穴）・全身体

機能の調整を行う。 

顔面神経麻痺の場合は、７０％は自然治癒

するが残りの３０％は予後不良で後遺症を

残す為見極めが重要となる。柳原法（４０点）

による見極めや、ENoG 検査法（神経変性

の程度により麻痺の予後の推定可）。 

低周波通電刺激は麻痺に対し禁忌（通電

刺激による筋の収縮により後遺症を助長）。 

顔面筋の特徴：筋紡錘が無い（筋緊張の

調整不可）。表情運動の反復で筋が短縮（後

遺症のある患者の顔の固さ、麻痺側全体が

縮む感じ)。筋短縮(筋拘縮)にはボトック

ス治療。後遺症における鍼灸治療として表

情筋の拘縮・予防を目的とし、刺鍼後拘縮

軽減している際、揉捏法と伸長マッサージ

縮む感じ)。筋短縮(筋拘縮)にはボトック

ス治療。後遺症における鍼灸治療として表

情筋の拘縮・予防を目的とし、刺鍼後拘縮

軽減している際、揉捏法と伸長マッサージ

を行う。陽白、四白、地倉、大迎、太陽、

下関等。美容鍼に通じる。 

豊富な資料と疾患のポイントを浮き彫

りにし、鍼灸治療の有効性を生かす内容で

有意義に拝聴させて頂いた。 

 

 

第 2 部「会員発表」 

 

第１ブロック（榎本先生） 

「経穴や人体構造を肉眼解剖学的方法で

観察する」 

経穴（ツボ）を肉眼解剖により機能的・

器質的存在として理解 

 

第２ブロック（海野先生） 

「傷寒雑病論を鍼灸治療に生かす」 

鍼灸が慢性病を扱うだけでなく傷寒雑

病論を軸に急性発熱性疾患を病期に応

じて対応治療する内容 

 

第３ブロック（石井先生）  

「低周波通電療法と灸を併用した鍼灸治

療の効果」 

低周波通電法（通電の工夫）と糸状灸の

組み合わせにより効果のあった拇指腱鞘

炎１症例の発表 

 



 

  

低周波通電法（通電の工夫）と糸状灸の

組み合わせにより効果のあった拇指腱鞘

炎１症例の発表 

 

第４ブロック（東江先生） 

「次世代鍼灸治療～運動連鎖の考察とファ

シアへのアプローチによる、新しい鍼灸

治療～」 

ファシア(筋膜・結合組織)の解説と経穴

との相関性、オステオパシーの検査法を

用いて姿勢分析、鍼灸治療の応用により

効果立証。 

 

第５ブロック（臼井先生） 

「訪日外国人への“あはき”の展開」 

年々増加する訪日外国人に対する「あは

き」の認知度・受療率向上への取り組み

への提案 

 

《粕谷先生の講評》 

榎本先生：長年鍼灸に携わってきた方だか

ら出てくる疑問の解明に取り組まれた。 

海野先生、東江先生：実践的鍼灸治療の技

術向上をさらに深めて戴きたい。 

石井先生：低周波通電に関し通常的な通電

法のみでなくＬコントロール変え効果

が得られた工夫についてお褒めの言葉。 

臼井先生：今後も業界の発展の為同内容の

発表は有益発表者の方々は独自の分野で

常に先を見据えて邁進している姿は、刺激

的でもある。 

 

 

第３部「地域健康つくり指導者研修会」 

 

「体力測定方法をマスターしよう」 

講師：林 秀卓 先生 

 

１）握力 ２）下肢筋力 ３）開眼片足立

ち時間 ４）Timed Up & Go テスト 

５）５ｍ通常・最大歩行時間 ６）Functional 

Reach  ７）長座位体前屈（柔軟性) につ

いて２人で一組となりお互いに和気あい

あいとなり、測定法を学んだ。 

 

報告：学術委員 谷口 修一 
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第１回学術セミナーのお知らせ 
（神奈鍼師会・全鍼師会共催講習会） 

 

日 時：平成２９年１０月２２日 １３時～１７時（受付１２時３０分～） 

会 場：湘南医療福祉専門学校 

神奈川県横浜市戸塚区川上町８４－１（ＪＲ横須賀線「東戸塚」駅より徒歩２分） 

 

【１部】講師：独立行政法人国立病院機構 災害医療センター 臨床研究部 

災害復興 復旧研究室 小早川 義貴 先生 

演題：「災害対策概論」(前半) 「災害対策の実際(仮題)」（後半） 

時間：前半１３時～１３時５０分   後半１４時～１４時５０分 

 

【２部】講師：日本栄養士会常務理事 下浦 佳之 先生 

演題：「緊急時災害対策」 

時間：１５時～１５時４０分 

 

【３部】パネルディスカッション「緊急時災害対策の取り組み」 

時間：１５時５０分～１７時 

司会：全鍼師会理事 災害対策委員長 仲嶋 隆史 先生 

パネラー：独立行政法人国立病院機構 災害医療センター 

臨床研究部 災害復興 復旧研究室 小早川 義貴 先生 

日本栄養士会常任理事       下浦  佳之 先生 

全鍼師会 災害対策委員      朝日山 一男 先生 

 

＊下記の①②両要件を満たしされた方について、災害鍼灸支援鍼灸マッサージ師

認定書発行について検討中です。    

 ①災害現場でボランティア活動を経験された方。 

  ②下記のいずれかの講習会参加者 

１）今回の全鍼師会災害講習会（１０月２２日）参加者 

２）JMTEF 講習会参加者、 

３）日鍼会災害研修参加者 

㊟神奈鍼師会の会員は、事前申し込みなしで参加できます。 

神奈鍼以外の参加は、全鍼師会のホームページから申し込んでください。 

 



 

  

 

－５－ 

 

７月１５日（土）、熊本県西原村の仮設住宅集会場（みんなの家）施術者４名で被災者の

方１２名の施術を行い、水害のあった福岡県東峰町へは施術者４名で避難所「いずみ館」

に伺い、福岡県師会の先生１名を加え９名の被災者の方の施術を行いました。 

１６日（日）は全員合流し２班に分かれ、西原村 

みんなの家にて、施術者６名、受付１名で被災者 

の方１７名の施術を行い、益城町みんなの家では、 

施術者５名で被災者の方１２名に加え、６名の方に 

ゼンシン体操指導を行いました。 

さらに、９月２日（土）は、広瀬徹先生と奥様 

による受付、朝日山が西原村のみんなの家で、大 

阪師会の先生４名と共に２０名の被災者の方を施術 

いたしました。 

東峰町への川沿いは、鉄橋が流され、線路が折れ

曲がり、家屋や田畑に土砂が流れ込んでいました。

東峰村の避難所「いずみ館」はスポーツ施設、お湯

の施設等を含むコミュニティーセンターのような

役割をしている場所で、当初は１００人の方が避難さ

れていたようですが、当日は２０数人とのことでし

た。被災者の方も２階が使えるところは帰宅して

生活をされているとのことでした。 

避難所は福岡県の医師、看護師、職員の方々が多

数対応されている状況で、スタッフへの対応も是非必要と感じ声掛けをすると、遠慮がち

に看護婦の方が１人受療されました。避難所での夜勤でかなり疲れているとのことでした。 

避難所は少なくなっているので、会員より本部 

に依頼をすると明日町内放送で呼びかけるとのこ 

とでした。その結果１７日福岡県師会の先生が参加 

されたところ、多数の方が受療されたと報告があ 

りました。 

一方、西原村及び益城町では、仮設住宅を一軒 

一軒呼びかけたところ、多くの方が受療されまし 

た。「体操を行います」と呼びかけたところ５名 

の方に集まって頂き、子供たちも交え楽しくゼン 

シン体操を行いまいた。子供たちと一緒に遊ぶ会員もいました。 

９月２日には施設内の放送を自分たちでかけてよいとのことで、放送や一軒ずつの声

掛けで集まって頂きました。大阪の先生との活動も意義深い物でした。 

被災者の方の話では、家を建てられない方が多数おられるなか、建てられる方も、土台

熊本地震、北九州豪雨災害 
ボランティア活動報告 

ありがとー！ 

朝日山 一男 

 

 
西原村みんなの家 

大阪師会の先生と活動しました 

 東峰町水害現場 

 
東峰町避難所での施術 
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シン体操を行いました。子供たちと一緒に遊ぶ会 

員もいました。 

９月２日には施設内の放送を自分たちでかけて 

よいとのことで、放送や一軒ずつの声掛けで集まっ 

て頂きました。大阪の先生との活動も意義深い物 

でした。 

被災者の方の話では、家を建てられない方が多 

数おられるなか、建てられる方も、土台は出来た 

が大工さんや資材が足りなく、いつ建てられるか 

わからない状況だと訴えておられました。また健康

面でも仮設住宅でほとんどの方が運動不足だとのこ

とで、肩こり腰痛が多く、中には３か月で糖尿病にな

ったなど災害がもたらす被害は計り知れないものが

あると感じました。 

被災者の方が是非このような活動を続けてほしい

と言われたのが印象的でした。  

 

 
子供たちも一緒にゼンシン体操！ 

九州北部豪雨災害募金へのご協力に感謝申し上げます！ 

７月２２日（土） 保険局説明会において １６，８８２円 
７月２３日（日） 学術大会において   １０，３８７円 

                    合計 ２７，２６９円 

以上義援金を送金いたしました。 

福利厚生部より 

次はあなたが優勝するかも！ 

 

第７回神奈鍼杯争奪 

ボウリング大会 

８月２７日（日）に開催された第７回神奈鍼ボ

ウリング大会から新たなハンデキャップ制を

導入した結果、左記の先生方が見事に栄冠を勝

ち取りました。 

そして今大会は初参加の先生も多く次回は

大きなハンデキャップが加算されますので、 

一気に優勝候補となる可能性があります。 

乞うご期待！！  

優 勝 梅田 春樹先生 ５２９Ｐ 

第２位 大淵  真先生 ４８２Ｐ 

第３位 梅田  勲先生 ４７４Ｐ 

 

益城町みんなの家 



 

  

 

 

 

昨年に引き続きカナシン・日マ会・神鍼会の３団体

合同の納涼会が７月３０日（日）に関内駅近くのパセ

ラリゾーツで開催されました。また、カナシン理事・

監事から寄せられた寄付金から湘南医療福祉専門学

校の君嶋校長をはじめ４名の教員を招待することが

出来ました。 

参加者は、大人９３名、子供５名でした。 

内訳（カナシン関係７０名、日マ４名、神鍼会８名、

湘南医療４名、カナケン２名、セイリン２名、

群馬県師会１名、東京都師会１名） 

 

 

                     

７月３０日３団体合同で開催された納涼会

終了後、１７時３０分からパセラの一室で青年

女性主催で女子会が開催されました。 

納涼会の後であったため、青年女性部員

が中心で、納涼会の反省と今後の取り組み

等の意見交換を皮切りに、美容のはなし、病 

気のこと、身近な家庭の話などで楽しい時を過ごしました。 

今後はテーマを決めて皆さんのご意見を聞く機会があったらよいと思いました。 

 

青年女性部 沢田 昌子 

－７－ 

３団体合同 納 涼 会 報告 

 

 

組織部青年女性部より 

女 子 会 開 催 
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平成30年新年賀詞交歓会のご案内 
 
平素は神奈鍼会務にご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。 

平成３０年賀詞交歓会を下記の通り昨年同様３団体共同で開催致します。ご多用のとこ

ろ誠に恐縮ではございますが、なにとぞ多くの会員の皆様にご参加いただきますようお

願い申し上げます。 
 
記 

 

日 時：平成３０年１月２１日（日） １８時～２０時（１７時３０分受付開始） 

 

場 所：ホテル キャメロットジャパン ５Ｆ ジュビリーⅡ 

（下記地図をご覧ください） 

   神奈川県横浜市西区北幸 1-11-3 ＴＥＬ：045-312-2111 

  

会 費：１０，０００円（付き添いも同額）を当日ご持参下さい 

    神奈鍼会員（付き添い）は２，０００円を補助いたしますので、 

当日受付にて８，０００円をお支払い下さい。 

 

申込み：①所属師会名 ②参加者名 ③携帯電話番号（無い場合は電話番号）

を添えて神奈鍼事務所までファクス、郵送、もしくはメールでお申

し込み下さい。 

ＦＡＸ番号  ０４５－２４２－７７９１  

メールアドレス kanasin@apricot.ocn.ne. jp  

 

申込締切：平成２９年 １２月８日（金） 

 

問合せ：神奈鍼事務所 ０４５-２４２－７７９０ 

 

 

ホテルキャメロットジャパン 

神奈川県横浜市西区北幸 1-11-3 

ＴＥＬ：045-312-2111 

 

横浜駅西口ダイヤモンド地下街 

突き当たり南１２番出口を上がっ 

てすぐ左 

（横浜駅西口より徒歩５分） 

総務部より 

mailto:kanasin@apricot.ocn.ne.jp


 

平成 29 年度厚生労働大臣免許保有者証申込状況 

 

本年度は会員、会員外有資格者合計で４０名の方から申請を受け付けました。 

神奈鍼会員で未申請の先生は、来年度に是非お申し込みください。 

 

●発行済み厚生労働大臣免許保有者証の件 

厚生労働大臣免許保有者証が発行された会員のなかに、以下のような理由でまだお

渡しできない方がまだ若干名いらっしゃいます。 
 

１．はじめから送付用の封筒が同封されていない方 

（川崎５名・浜鍼１３名・横須賀三浦２名・秦野１名・小田原１名・厚木１名） 
 

２．封筒は同封されているが、貼られた切手が料金不足で送る事ができない方（５名） 
 

３．送付したが神奈鍼に戻って来てしまった方（配達時にご不在だったため、不在届け

が投函された日の翌日から７日間郵便局に保管されたのち、送付元の神奈鍼へ返

還されました）（２名） 

 

受け取る方法は次のどちらかでお願いします 

◎簡易書留で送付できる切手「３９２円」を貼った定型封筒を、別の封筒に入れて 

神奈鍼事務所まで送って下さい 
 

◎本人もしくは代理人が事前に電話連絡の上神奈鍼事務所まで取りに来ることも 

可能です。 

 

＊大切な個人情報となりますので、取り扱い責任上普通郵便で送付する、単位師会事務所

に一括送付するなどのことはできませんのでご了承下さい。 

 

 

ご不明な点がありましたら、神奈鍼事務所までお問い合わせ下さい。 

神奈鍼事務所 ＴＥＬ．０４５－２４２－７７９０ 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

 

－９－ 
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